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雅 夫

著者罎 蘭 みた る翻 蹴 騨 とす る ・．セ ト ・ ・ … 一ル 灘 蹴 い て の 研究に 引續襯 下

の 國策的見地 よ b す る南方農産資源 中の糖質原料 の 利用法 の 1 っ として 識者に 注目 され つ つ ある該

原料 を用ぴ て の ア セ ト ン 。 プ タ ノ ール 畷酵に 關 して 研 究中で あ る 。 從來糖質を原料 とする ア セ ト ン ゜

ブ タ ノ ール 醐酵の 研究 の 大部分は 糖蜜 を對照 と した もの で あ り 、 其他 の 物を．原料 とす る研究は 極

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （4）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2｝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （s ］

め砂 い
・ 綱 鯲 い て 糖蜜 を原糀 する搬 に は前に 六脈 釧 ・握 氏等 の蹴 が あ り・ 騨

に 瞞 村及 び焔 兩蜘 研究鋤 る ． 其他 に は nevaを，E 料 とす る最近 の il・t田 汰 城 、井上並 に大谷

氏輪 確 紺 劇
・
の 灘 躙 し て 醒 甄 服献 糲 驫 ・の 槲 ，働 る ． 著幇 別雕 め つ つ あ

る ア セ ト ン ・ ブ タ ノ ール 菌に 對する繁殖促進性物質 並に 醗酵助 成 々 分に 就 い て の 研究に 資す る 目的

に て 甘簾 自糖 を墓質 とす る醸酵 1こ 關 して の 諸條 件 を試驗ぜ る を以 て其結果を報告す る。

　　　　　　　實驗第 1　菌種の 比較並に最逋 糖濃度の 決定試瞼

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （8）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔9）

著都 別囎 蜜 を原糀 し て 行び た る試驗P結果瞰 れ ば 藷 蜜 の 儺 の 場合に 膿 畍 離 し た

齢 ・ ，
　 … Mus　acet ・b・・… li品1鸚 ・ … m ・… 1・i

［
・… s　・・　f・・m ・・a・p・留・ 方・1威績醐 ・て 居

る傾陶が認 め られた 。 是 は他 の 糖 質原料に 甥 して も共通 で ある か否 や此 兩種 の 甘藤白糖の 醗酵 の 場

An の 適性に 就 い て 試 驗 し併せ て 醗酵に對 する糖 の 最適濃度を決 定し よ うと考 へ 本實驗を行 っ た 。

　　　　實　驗　方　法

　醸静液の調製方法 ： 糖の 濃度 5e／o 、 7％ N 並に 10％ を 目慓に した 3種 の 醗酵液 を得ん と し

Speakman混合鹽 2倍濃度液 （K2HPO41 ．00g
，
　KH2PO ， 1．00g，　MgSO4 ．7H200 ．4g，　NaC1　O．02g，

FeSO4，7HeO 　O．02g，　MnSO4 ．3H ，
00 ．02g

， 蒸溜水 1L ） に 所要量の 臼糖 を溶解して 得た濃度を異に

す る 3種 の 蔗糖液 250cc宛 を 3qOcc容三 角瓶に 詰 め是に 副原料 として の 脱脂大 豆 ・ 玉 蜀黍並 に 炭

酸石灰 、
ベ ン トナ イ ト、籾殻等 を下記の 割合 に 添加 した 。

　ベ ン トナ イ ト及び籾殻 の添加 は前逋 の 糖蜜 を原料 とせ し別試 驗に 於 い て 其効果 を認め・2cの で 本實

驗 に も應用 し た6 伺別に前記 の 如 くし て 造 つ た 3種 の 濃度 の 糖液 の 各 々 の 一 部 50cc宛 を 100  容

　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

三 角瓶に 詰 め是に 前記同様の 添 加物 を各濃度毎 に對應  る もの と同 一割合に添加 した る もの を對照
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　 　 　 　 　 　 　 1

　　　　 2．0 鍔（O．80％）

　　　　 LO ”
⊂0．40 ”

）

　　　　 1曾0 ” （0．40 ”）
P 　 ・．6 〃（・．24 〃）

　　　　7．5 ” （3．00 ” ）

　 　 2

2．8g （1．12％）

1．4” （0 ．56 ”
）

1・Ot 「
（O．40 〃 ）

Q．8 ”
（O．32 ” ）

7，5 ケ（3．OO ”
）

3

4 ．Og （1．60％）

2．0 ”（Q．80 ” ）

1．0 ”（0．40 ” ）

L2 ” （O．48m ）

7冒5 ”
（3．00v ）

とな し前記 300c熔 三角瓶劫 の もの と同時 に常法 lc依 る聞歇蒸氣殺菌を行 つ た後對照 の もの 1［就

い て 醗酵液 の 種 植前の 全糖量 、 酸度 、 pH 價を試驗 し た 。

　醗酵方法 ： 玉蜀黍醪培養め胞子 を 3 ％玉蜀黍醪 15  入 り試 驗管 に接種 し熱處理 を施 し た る．k

で 嫌氣的 に増養 し た る もの 雄 培養 として
’300cc容 三角瓶 柚 5 ％瑚 黍膠 250cc膿 種 し 37・ C

に於 い て垪養 して 培養時聞20黼 前後 の 活激 灘 しつ つ ある も働
・

ら殺菌 ピ ペ ・ ト を Jll　U て 10。，

勉 前記の 奴 して 調製 した醸轍 礁 菌貞勺に 種植 し 37・ C 鯲 い 禰 養 した 。

　分 析方法 ： 酸度は 試料 10cc を フ エ ノ ー
ル フ タ レ ン を指示 藥と して 寅／10　NaOH を用ひ て滴

定 し た   數 を以 て 表は し 、 pH 撒 ま東洋濾紙會祉製試驗紙 を用ぴ て 測定 し た 。 醗酵液の 醗酵前 の 全

糖量並 に醗酵後の殘 全糖量は試料 を稀鹽酸を 用ひ て 轉化 し た後 BERTRANP 法 1と依 り葡萄糖 と して

算出し百分率を以 て 示 した ・
ア ・ ト 判 皀に油分 の 韻 に 略 三 斛 駢 ・の 醗贓 の 骸 を鋤 。 エ ，

一ル フ タ レ イ ン を指示藥 と して 苛性曹逹 を用ぴ て 弱 ア ル カ リ性とな し て か ら蒸溜 したる後其溜液を

更 に稀硫酸を用ひ て 弱酸 性ξな して 再溜に 附 した る後蒸溜水 を補 つ て 正 し く250ccとな し其溜液に

就い て ア ・ ト ン は G 。 ・ DW ・N の 方法 に よ り、 叉 油分瞰 酸〃哩 を鵬 て の 鹽析法セ・ よ つ て 試驗 囀

酵液 100cc 中 の g 數 を以 て 示 した o　　　　　　　　　　I

　　　　 實　驗　結　果

　繁殖醸酵の 經過 ： 菌の 稀植後大軆 24時聞毎 に 外觀的に繁殖醗酵状態を觀察 し た 。 以下 の 實驗 も

是に 準 じた 。

a ） Bacitlus　a（珈 butanollCusの 場合

區　 分

1

繁 　 殖 　 醗 　 酵 　 の 　 經 　 過

飜鑼韆藤難饑飜纛鱇1韈難講轉難羅鐸面
2 鸚誉甕購冴編壗望黥 讐 琴触鶲裔薐叢糊覊謹藻跳騾讐繋霑靉籌1
1・・黼 後液中・・ 馳 砂 ・藷・ 臘 全 音区；・ … d ・ … ． ・2黼 黼 毫濁 、て 發羸 痴 一

，i、

麟 繼 暮響懲編 貯
す 魂 ad 趣 る 榔 大 ・ 欄 鰍 下 ・蝿 ・ 確 上
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324

時間後液中に 發泡 li殆 ご認 め られな い が 籾殻 全 音Kが head ビ な る 。
48時間後 發泡 が 僅 に認 め られ

る 。 72時間後液 匡 白濁 して 發泡 し籾殼の 一小部分器底に 沈下d る も殘 リの 大部 分 ば猫 head か な す

が 層高稍 々 滅ず 。 113時間後獪多少 の 發泡が 認 め られ籾殼の 約 lf4tSLt器底 に 沈下す 。 12D時間後液

中の 發泡 匡止 み 液面上 の 泡洙 も殆 ミ
’
消 え只器 壁 に 滑 ひ re｛： 細 環 状 か な して 殘 存 す 。　 head 惣 な ぜ ろ

籾殼 の 大 部 分 に 器 底 に 沈下 し少量の み 液の 上 層に 浮游す 。 液強 く白濁 す 。

b）　BacilLus　felsineus　v ，　formosaeDsisの 場 含

區 分 l
　　　 L

繁　　　殖 　　　醗　　　醒　　　の 經　　　過

　　124時間 後 液 中に 發泡 た 認 め 籾殻 全 部 が head 海 な し共 下 層 ［i 僅 に 柿色 拒 呈す 。 72時 間 後發泡 潜 纜 け

・ 睚鱗磊瑟灘驍鶴窄霧穐獵灘鋤認靉難纏輪 擁蘚罰汐傍鸛嬲饌諜
　　1即 塒 間勧 寒 劉 な し・ 　 　 　 ．一一． ＿ 一 　 　 ＿ ＿ ＿

・
、一”−

　　　24時間後液中に 發泡触認 め 籾殻
・全部が head た な 1−．其下 層 ば僅に 柿色埀呈す 。 72時間後發泡を績げ

・ 碆嬲 糴 韆鎌 輪 ？轟 潔講 曙幣 糶 鑼 灘 羅 9嚢簸
　 　 　 し．。

13

．

［24黼 後液・・ 發灘 ・ 認 ・tw殼鍮 ・ h ・ad 櫨 ・ 斯 層 雌 ・柿蠏 … 2黼 鑞 泌

嚆 綴け液溷濁す る・が 涵 濁度 ば No ．2 よ り も 弱い 。
113時間後 液 中に 發泡 殆 ご認 め られ す 醗 酵 ば殆 ご 完

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 120時閥後緻1 了ぜ る もの の 如 し 。 籾殻 の 一一・小 部 分 が 器底 に 沈下 ぜ る も大部 分 li獪 head た な ゼ リ 。

1燃 一部器底 に 沈下 しか け 助 冂く液 中に 駐 さ ・ ・

酉發酵成蠡責　：　酉發騨期艮行120時間

乱）　Bacillus　 aCetobutanolicus の 場合

區 　分 全 糖量
h − ．一酸 度 　 ・H i殘嚠 購 軌 ・ 湘

醸酵司 轢 後 購 前 陣轍 1 ％ 　 ％

1　　　　 5．35　　　0．71　　　4．70

2 7．120 ．8t　 14 ．？Q
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

3　　　　10．02　　　0．81　｝　4．56

6．4　　　 4．9

6・3
「　

4・9

6・3i5 ・・

1．411

．543

．17

73．6478

．3768

．36

　　　　　　 分 ア セ ト

1　　　　　　　　 ソ 源 糖

jg／1°°cc 　g！io°・ ・ ％

O．4882　　　1．39　　　9．13

G．5996　　　1．80　　　 8．42

0。5975　　 1．80 　　　5．96
1

　
糖

分

原
％

油

／

25，9825

．28

！7．96

b）　Bacillus　felslnais　v．　formosaensrlsの 場合

區　分

123

全　糖

　％

5．357

．1210

．02

　 酸　　度　　　　　 pH

醸酵前 騰酵後 飜 前 瞳酵後

O．71　　　 4。56

0．81　　　 4．63

0，81　　　 4．56

6．46

．36

．3 〔
　 　 ［

4 ．84

．85

．0

殘 杢 糖

　％

糟蔽 率
｝
ア ・，・F ソ 油 分 ア u ＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゾ 1原糖

　 ％　 19／100cc　 9／100cc　 ％
　 　 　 　 1

2，23 　　　　58．32

3．59　　　　63．63

・・56　1　44・51

0．2フ780

．29790

．2999 ．

0．981

。161

．16

5．194

．182

．99

　
糖

分

原
％

油
／

1．8．3216

．2911

．58

　以 上 の 實驗結果 に よつ て 甘藤 自糖を原料 とす る場合に 於ける供試 の 2菌種 の 醗酵成績を比 較する

に 醸酵完結は B．acetobutanolicus が B．　fe】slneus 　v．　formosaens三s　lc比 し・稍 ・々遲れ るが ．未醗酵の 殘

糖量 は前者 に於 けるが 後者に於ける よ りも少 く叉油分 の 牧得量 も B．acetobutanolicus カ｛B．　felsinous

v ．formosaensisよ りも優 つ て居 る 。 故に 本實驗結果か ら見れば B．　aoet
’
obutanolicuS が B．　felsineus

V．formosaens三s に優る こ とが認．め られ るo
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　次 に兩菌種 を用ひ て 片燕白糖を醗酵せ し める場合に於 ける醗酵液の 最適糖濃度は 本實驗の 條件の

範圍内で ぱ 5 ％が最 も適賞で ある ことが 認 められ る 。

　　　　　　　實驗第 2　菌種の 銘較再 試驗

　前回 の 實驗e9　1の 結果に よ り白糖 の 醗酵 の 場合 に は Bacillus　acetobutanolicus が Bacillus　felsirleus

V．formOSaensisよ りも優 る こ とを知 つ た が此點 を今 1度確 め る 日的で 本實驗を行 つ た 。

　　　　 實　驗　方　法

　醗酵液の 調製方法 ： 大體に 於 い て 實驗第 1 の 方法に準據 し たが今回は 醗酵液の 糖濃慶を前回の

試驗で 知 り得た最適濃度 5％ 附近 を目標 とな し是に 配す る副原 料は 脱脂大豆 の み を用ひた o 糖液

250ccに 添加せ し脱脂大豆其他 の 配合割合は次の 如 くで ある。 ．

　　　　　　　 腕 脂 大 豆 2．5g （1．0 ％）　 　 　 　 　 ベ ソ ト ナ イ ＞　LOg （O．ro％）

　　　　　　　　炭 酸 石 灰 O．6 ” （O．24 ” ）　　 　 　　 籾 　　 　殻 3．0 ”（L2 　
tt）

　 爾前回 の 實驗に 於 い て は 醸酵液の 殺菌 に常法 に よ る毎 回50分宛 3 回 の 間歇蒸氣殺菌に て其目的を

逹 した るが其後實驗が 温度 の 時期に 入 り何か の 機會に 醗酵液調製 用資料力
・
：耐熱性 の 極 め て 張 い 有胞

子細菌に 汚染せ られ た る もの の 如 く容器 の 清洗殺菌其他 に 充分なる注 意を拂ふ に も拘は ら歩前回 に

行ひ た る殺薫法で は 不充分 な る こ とが 認 め られ 種 々 試 み た る結果前回 同樣毎回50分宛 3 回 の 闘歇殺

．eeを行 ぴ た る後約 5時聞 36PC に 保ちて 後 1回殺菌 し 更に 32°C に 20時間保 ちたる 上 で 殺菌する

こ と を 2 回繰返す こ と に 仍 つ て 漸 く殺菌 の完全 な る を確 め得た の で 本實驗で は此 方法に よ り殺菌し

た o

　醸酵 方法 ： 實驗第 1 の 方法に 準據 し た 。　　　　　　　　　　　　　　
 ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （11）

　 分 析方法 ； 大體實驗 第 1 の 方法に 準據 し た が 尚油分中の 3 成分 の CHRISTENSEN法 に よる分別

定量 を も試 み各成分共醗 酵液 100cc 中 の Lr數 を以 て 示 し た 。

　　　　 實　驗 結　果

　 繁殖醸酵の經過 ；

區 分

B ．acetobutanolicus

B ．fels…neus 　 v ．
　 　 formQsaensis

繁 殖 　　　醸　　　酵 の 　　　經 過

24時間後發泡盛 に して 枳殼 の 全 部が head と な る 。
72時間後｝KIS白色1：溷濁 し發泡

續 く096 時間後 液 ば 溷濁 し僅に 黄色た 帯び 液 中の 蟹泡 に殆 ご 止 み液 面器壁 に 沿 ひ 泡
洙が 嶼状に 存す ろ を 認 む ろ の み で あ ろ 。 head た な ぜ し籾殼の 殆 ご大部 分が 器底 に

沈 下す 。 醸酵 ば殆 ご 完了Ofる もの ご 認 む 。 　 120時間後の 状態 に96時間後の 状態 ピ 變
りな し 。

24時間後發育 の 認 むべ き もの が な い の で 種 培養 炬更 に 10cc 逍 加 す 。 48時間後盛な
る 發 泡 か 認 め籾 殻 全 部が head と な る 。

72峙 間後 ra　9量 く溷濁 し發 泡續 く。 96時間 後

發 泡 猶 盛 に して 籾殼 の 全 部が head　d して 存
「
す 。 　120時 間 後 發 泡 匡僅に 認 め られ う

の み で あ る が 籾殻 Lt全 部猫 head　E して 存す 。 醗酵が 略 々 完丁 し7：もの E 認 む o

醸 酵成績 ： 醗酵 朋間　區分 B ．a96 時 間 、 區分 B．　f・f・120時閲
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區　 分

B ．a．

B ．f．　f，

全 　精

％

4．574

，57

酸 　　 度 pH 船 糖 i黼 麟 ア 脇 ソ

醗  醸 轍 騨 司 醂 後 ％

註 ：

L141

．144

．42　　　 6．5

4．83　 　　 6．54

．7　　 0．54

4．9　
』
　　 L23

％

88．1673

．09

レ1・・。

O．45820

．3295

油　分

9／1σOcc

1．28
噛
1．20

ア セ ｝

ゾ 順 糖
　 ％

10，037

．21

區分 B ，a ’ li　Bacilius　acetobutanolicus 　l： よ ろ 醗酵液 、 又
幽
B ．　f．　f．　tt　BacilEus

felsineUS　V．　formosaensis 　t： よ る醗 酵 液で あ る 。

齢

望
糖

28 ，0126

．32

．佝此場合生成せ られた 油分の 各威分を Christensen法に よ り分別定量せ し結果峠次 表 の 如 くで あ

る 。

區　 分

B ．a．

B ．f．　f．

ア セ 1・ソ

9／100cc

0．45820

．3295

プ タ ノ H ル

9／100cc

0．76380

．8448

エ タ ノ 冖ル
’

9／100cc

O．28300

．2888

油　　分

9／100cc

L5050L4631

ア セ ト ゾ

原　糟
．

％

10．037

．21

プ タ ノ 冖7レ　　 エ タ ノ 冖2レ

原　糟

　 ％

原　糖

　 ％

16．7118

．49

6．196

．32

藩
％

独

原

．32．93 ’

32，02

　油 分 の 分析結果1：於い て 前φ表に 示 されれ鹽
・
析法［： よ る 價が 後の 表に 示 され7： CHRISTENSEN 法に よ う 價 よ

り も小 さ く分析 法 の 相蓮に ょ り賢臉 結果［： ts異が 現 ばれ て 居 るが 是［t 著 者 の 從來 の 經驗 か ら も認 めて 居 ろ 所 で鹽

析法 に よ る 價tt　CHRISTENSEN 法 1： よる 價 よ り も小 な るが 常で あ る 。 th杉 山踐奪が 試 み t：ge析法 ご JOHNSoN

潔 の 比較 に 於い て も鹽析法 に よ う 力む ・價が 小 さ 槻 ば れ ろ 飄 が 示 され て 居 る 。 著 者 固 よ り鹽 析油 ：纓 の 信

re　Lt置けな い こ定 ロ 認 めて 居 るが 此 種 の 試臉 目的 に 於て 圭 要條件な 同
一

に 爲，etる 實驗 の 揚合 の 比較 に ば 用ひ 得 る

E 信 じ且實驗操作簡單 ［： して 便利 な る 故貲臉第 ！及び 本箕驗 に應用 しナこが 本實臉 に於 い 弋 ば 油分の 分別定量為 試

み ち 必要 為認 め CHRISTENSEN 法准・併用 し7：。

　偖以 上の本實驗結果 に就 い て 見 る に 醴酵 の 完結 ぱ今回は B．acetobutanoli （ms の 方が B．　felsineus

v．formesaensisよ りも早 く前の 實驗第 1 の 場 合と は 反 對 の 結果で ある。 次 に醸酵液 の
一

般成分 の分

析結果に徴 する に B・acetobutanolicus 　tこ よ る醗酵液 に は 殘 全糖量 が少 く從つ て 糖淌費率 も B．　fel−

sineus 　v・　 formosaensis　tcヒ匕し高 く油分收得量 も亦前者が後者に優っ て 居 る。
　CHRIsTENsEN 法に よる

分析結鰹 全 油分收彳糧 は B・　 acet ・b… n ・1三cu ・ の 方が Bf ・1・i・ eu ・・v ．・ f・rm ・s。  、i、 よ り

’
も多 い が只

1タ ノ ール 生成量の 點 の み tcよる比較で は B・acetobutanolicus が B．　felsineus　v．　fomlosaenslsに稍

k 劣 る こ と が 示 され て 居 る。
既點 に就 い て は更 に他 の 機會に 再 吟味する必要は ある が 前實驗 と本實

驗とを總胤 て 判斷し B ・・ce ・・b・t・n ・］icu・ が B・f・ 1・ineu・ v ．・ f・・m ・・aen ・1・ に優る もの 瑠 め る。

　　　　　　　實驗第 5　副原料脱脂大 豆 の 加歴 並 に加酸加歴處瑕の

　　　　　　　　　　　　　　効 果試驗

白糖に副 原料 として 添加 す る腕月旨大 豆 を單に 常法に よ る 間歇蒸氣殺歯 こ 方鰤 る癲 冂き常壓で の 加

熱の儘 で 用ぴ る よ り も加 飃若 し くは 加 酸加壓 の 下 に 蒸煮 して 大夏蛋白質を或程度分解を進めた歌態

に し て 用ぴ る 方が 菌の 利 ｝伽こ 好都合で あ り從つ て 醸 酵成績 に好影響 を輿 へ る こ と 叛 些 や を 海 へ 此 點

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　for 　Biosoienoe 　and 　Bioengineering 厂　Japan

704 （小田）　ア セ トゾ ・
プ タ ノ e 〃 醸酵に 關 す る 研究 （第 5報）

を確 め る爲 に本實驗を行 つ た 。

實 　驗　方　法

　畷 酵液 の 調製方法 ：　蒸溜水 50ccに脱脂大亜粉 2・59 犂加 へ た もの と 1 ％ HCI 液 50ccに脱

脂大 豆粉 2、5g を加 へ た もの とを各 々 100cc容三角瓶に容れ Autoclave中に て 2氣腿 の 下 に 1．5時
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 や

間加壓蒸煮 した る後苛性曹達液に て 各 々 を pH 　7．0 に調制す る。 兄日に 配合後の 醗酵液の 糖濃度 5％

の もの を得 る爲lc 目的 の 濃度よ り稍 々濃い 6．25％ の 白双 目糖 （前回の實驗に於ける實驗材料の耐

熱性細菌に よ る汚染は使用せ る 自糖に あるや の 懸念 がある の で 本實驗に は 別途 に 求 めた る白双 目糖

を 用ぴ た ）液を Speakm跚 鹽液 を基に して 作 り此糖液 2bσcc 宛 に前記 の如 く處理 し て 得た る各脱脂大

豆蒸煮液を各 々 別 々 に 加 へ 爾別 に對照 と して 糖液 200ccに蒸溜水 50ccを加 へ 更 に脱脂大豆wa　Z59

を其儘添加 した もの の 3通 b を作 り是等を 300cc容 三角瓶 に容れ 更に 是等の 各 々 に前實驗同樣 ペ

ン J・ナ 1 ト 1，0g， 炭酸 石灰 O．69 並 に籾殻 3．09 宛 を添加 し常法に よる 3回の 間歇蒸氣殺菌 を行ぴ

無齢 る ・ と礁 め祉 で 鯉 し た淌 脚 ・3勘 醐 鯲 畷 雌 の 鱶 廊 ・田 賈を知 る鰊

前託 3通 b の 醗醐夜と同 一配合同 一條件の 下に造 つ た各 々 50cc宛 を 100cc容三角瓶に 容れ 同時に

同 一條件で 殺菌 して 後酸度及 び pH 價 を測定 し た D

　其他 の 實驗方法1ま總 て 實驗第 1 に 準據 した 。

實　驗 結 果

繁殖醸酵 の 經過 ：

區　分

樹 　照

加　壓

加　酸
加 　壓

　・P 　 繁 殖 醗 酵 の 經 過

24時間後液 ば 白濁 し液中に 發泡窄 認 め籾 殼 全部が head　tf　t る 。 48時間後液匯強 く白濁滋液中に 僅

　に 發 泡 恥 認 め糘殻 の 全 部 が head た な す 。 96時 聞後 液の 張 い 白濁 が 緻 くが 液中に 發泡 1｛認 め られす

　籾 殻 の 殆 ご全 部 が 沈 下 して head な く液面器壁 に洛 ひ 泡洙 が 細 い 環 状 炬 な して 禅す 。 醗酵 匡殆 ご 完

Ii… もの 卿 し・ 12嚇 醐 頗 i鞄 溜 溜 め られ璽 弊 互 ρ一一．．．＿一一．．．＿ 　 ＿ ．．＿

24時間後液 ti少 し白獨 し液中の 發泡盛 に して 粗 殻 の 殆 ざ 全 部 が head　E 　t：　7・ 。
48 時間後 液 li強 く白

濁 し液 中に 僅 に發 泡な 認 め籾1殻 の 全 部が head 畑 な す 096 時 間 後液の 強 い 白濁が 績 くが 液 中に窶泡

　tミ認 め られな い 。 籾 殻の 殆 ご全 部 が 獪 head た な
」fo　 120時間後 液中に 發 泡 認 め られ す撤殼 1ミ沈 F し

　て head 電 く液 面 器 壁 に 沿 ひ 僅【：泡洙が 存す 。 醗酵 は殆 ご完了ぜ る もの の 知 し。

24時間後液中の 發泡 ば液の 赤褐色に 妨 げ られて 認 め 難 い が 液面 の 中央 ご器壁 に漕 ひ 環状 潜 な して 泡 ．
　深 怨 認 め う が head ばな く籾殻 に微量液 の 上 層に 懸 垂 弦 られ ろ の みで あ る 。 48時間後液 に 溷濁孕し遞
　中に 僅に 發 泡 畆 認 め漸 く籾殼の 金 部が head だ な る 。 96時間後液ば張 く溷濁 し液中に 發泡 鳶 僅i二認

　め るが 扨殻 ば 殆 ご全 部沈 下 して head な く液面 じ【泡沫で 覆 liれ る 。 120 時 間後 1： 於 L．・て も96時 間後

　の 状態が 續 き醗酵 ば獪繼 續す ろ o

註 ： 區 分の 内 「欝照」ttrc脂大豆粉 か 其儘で 糖液に 加 へ 7こもの ， 「加壓」 に脱 脂大豆怨 加 壓

　　　の 下 に 蒸煮 して 加 へ
、 「加 酸 加壓」 に 脱脂 大 豆畑 加 酸加壓 の 下 に 蒸嵐 して 加 へ 7：もの で

　 　 　 あ る ； ピ な 示 す o

再鸚酵成系責　：　酉發酉孝期犀司120時 間
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區 分

照

壓

壓

　

　

加

　

　

酸

醤

加

加

全 　糖　 酸　度　1　 ，H

　　％　i癬 前擁酵後 「纛酵前 「癬 蚕
1
’

　 5．33
　 　 〃

1。．8。

　 LOO

　 Q．83

5．115

．115

．52

6．76

．66

．7

4．74

．74

．7

殘 全 糖

　 ％

0 ．86LO61

．47

槲 韻 劉 ア 勤 ジ

　％　　lg／loOcc

83．86i ・．3618

80．11 」
。．3196

・

72．42　　　　0．3145

ア セ
’
〉

ソ ／原糖
　 ％

6．796

．005

．92

　以 上 の 實驗結果 に就い て 見 る に醗酵 の 完了は對照 が最 も早 く加壓が是に 次 ぎ加 酸加壓が最 も遲れ

て 居 り叉畷醸 夜の 分析結果 よ り見た醴酵成績 も對照が 最 も良 く加壓が 之 に次 ぎ 加酸加壓が 最 も劣

つ て 居 る。 是 は豫想に 反 した結果で あ り脱脂大 豆 を加 壓 の 下 に蒸煮 して加 へ る こ とは ア セ ト ン

’
・ ブ

タ ノ ール 菌 の 繁殖醗酵 に 何等好影響 を與 へ る こ とな く脱脂大豆 を 其儘加 へ る よ ゆも寧ろ劣 つ た結

果が得 られ加酸加壓 の 下 に 蒸煮 し て 加 へ た もの は 更 に 成績が 悪し く此場合 に 薩却 っ て ア セ ト ン ・ プ

ク ノー
ル 菌 の 繁殖醗酵 を阻害す る もの の 樣で あ る 。 而 して 此 結果 を來せ る 原因に就 い て 考ふ る llc此

程度の 加 壓下 の 加熱が脱脂大 豆 中 の 含窒素化合物及 び繁殖醗酵促進性物質の 分懈 に よ る 損失 を衆す

こ とは 考 へ ちぬ 事で あ り叉加酸加壓下の 加熱の 場合 に於 い て も含窒素物 の 分解に よ る損失 は考慮外
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 u3 −．l5）
に置 い て 差支無か る 可 く ア セ トン ● プ タ ノ ール 菌に對す る繁殖醗酵促進性物質 も現 在迄の 研究に徴

する に 比較的耐酸耐勲性で ある か ら此條 件で の 損失 は 殆ん ど考慮する 必 要はな い と思考する。 只多

少懸念せ られ る の は腕脂大豆 の 加 酸加壓下 の 加 熱に よつ て 生 成が 考 へ られ る melanln ．N の ア セ ］、ン

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （lfi）
● ブ タ ノ ール 菌の 繁殖醗酵 へ の 影響 で ある oBRAUN

・
等 は酵母 に よ る糖蜜 の醗酵不適性に就 い て

、

me ！anin −N の 存在を重覗 す る 必要 の ある こ とを示 し て 居 る。
ア セ ト ン ・ プ タ ノ ール 菌に對 する影響

に 關 して も考慮すべ き で あ る と考 へ る 。 以上 を要する に 本實驗の 結果が示 す事實の 判定は 今俄に 下

し難 く更に檢討 を要 する こ とを認め る 。

實驗第 4　無機ア ン毛 ニ ア鹽添加の 効 果試驗

鯲 ・ ・ 一 ア 鹽騰
・・ … ノ ー噛 1・ よ 鯏 雕 嚇 ・て の 從 來 の 際 見 ・ t・・ … AKM ・職 ・

WEYER 　 and 　RETTGER 　 Lt　 Closヒridium 　 acetobutylicLtm 瀞 用 ひ て の 試 瞼 に 於 い て ア y “E 　＝ ア 鹽 た 窒素源 ど し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （191
て 單獨に 用 ひ アこの で 匱 ア セ ト ソ ・ プ Ptノ ール 醸 酵 か 瞥爲 ぜ し め ろ こ E 不 可 能 ピ な し岡田氏ば同氏の 分離ぜ る Ba −’

cillus 　butyioacctOnicus　l： よ る 同様 な 試驗 ［： て ア ソ モ ニ ア 鹽 の みで ば 完全 な る 醸酵庭煢 濠 しめ得 ざ る 試 な 報
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c2o ）

告 して 居 ろ 。 然 る 1： W ・LS ・N
，　PETERS ・ N ・・ d　FRED 【撫 機 ア ソ モ ニ ア 鹽。 贋 化 性 有 機 窒 素激 共 存す る 場．含

t：　tt　 CL 　 acet °b”tylieum 　ltよつ
一
呶 靴 られ 鴇

晦 示 躙 田 邸 覯 の 試驟 購 i・ 行 へ 鑽 臉1・於 ・
・tC

W ・LS ・ N 等 綱 樣 な事實 を 認 め て 居 ろ 。 fi六 所氏 ば鑛酸 の ア ソ モ ニ ア 鹽が 炭酸 石灰 t 共存 の 下に 高粱醐 ：添 加

ゼ られ ろ に於 い て ば 利 用 tf られ得 ろ こ ご 毎 示 しれ 。 然 し無機ア ゾ モ ゾ 鹽 の ア セ ト ゾ ● プ タ ノ ール 菌に よ る 利用性　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
に 就 い て の 前述 の 研 究結果に しt積極 的効果 1禰 ε聡 め られ て 居 蜘

・
。

然る 囃 時 0 … RD ，・L・MpEN 　 and 　P・m … 論 灘 する と こ ろ b。 とれ ば Bi。，三。 と BY ． f。c，。 r

の 兩種 の 發育促進性因子 を過剩VC含有 す る 基 橢 養液に於 い て ア ス パ ラ ギ ン を唯一一
の 窒素源 とす る

よ りもア ス パ ラ ギ ン に （NH4 ）2SO4 を添 加 し て 兩種 の 窒素源 を含有 す る場合 の 方が Cl．耳cetobuty
一
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　1丘cum ．の 發育が良好 なる こ とを示 した o （PmERSoN 等は液の 溷濁度 に よ り發育程度を 比較 し て 居

．る）然 し同樣 疆 本培ew 鯲 い て （NH ・），SO4 を唯
一

の 窒素凝 す る ζ と 樋 當で な く同

’

嘸 機

　ア ン モ ＝ ア 鹽 を 單獨 に 用ぴ る なれ ば （NH4 ）2HPO4 の 方が 遒か に好結果 を示 し此 場合に は發育開始

　も早 く、前の ア ス パ ラ ギ ン と （NH4 ）sSO4 の 兩種 の 窒素源 を同時に 含有す る 場 合並 に （NH ，）2SO4

　を唯一の 窒素源 とす る時 に發育開始に 2 日を要 し時 に 3H を要 す る こ と屡 々 な
’
るに （NHg ）2HPO4

　を單獨 に窒素源とする場合に は發育開始が常に 28− 30時間後に は起 り畴に 其よ りも速なる こ とあ り

　且つ 共最高の 發育斌態 が ア ス パ ラ ギ ン ー（NH4 ）2S （）4 基本培養液の 其に劣 らざる こ とを認 めた 。 然 ゆ

　とでア ス パ ラ ギ ン ー（NH4 ）2HPO ， 基本培養液で の 最高發育程度は ・7 ス パ ラ ギ ン ー（NH ，）2SO4 基本培

養液の 其に別段 優る こ となきを認．め走 。

　　著者は 脱脂大豆を副原料 として 砂糖 を醗酵せ しめ る場合 供試の B．a   tobutano 【icusに 對し（NHg ）2

SOd と （NH4 ）2HPO4 と が 如何 なる影響 を及ぼ す もの か 前述 の PETERSON等 の 示 せ る結果 を追試

す べ く本實驗 を試み た 。

　　　　　實　驗　方　法

　麟 液の 調製方法 ； 實驗第 1 の 方法に準據 し Speakman 鹽液 を基 に糖濃度 5％を 目標に し白双

目糖を用 ぴ て 糖液 を作 り是に （NH ，）2SO4 を 0，1％ の 篝1］合 に 添加 した もの と （NH4 ）2HPO4 を 0．1

％ 添 加 した もの と別に對照 とし て ア ン モ ニ ア 鹽を何等添 加 しない もの との 3通 りを造 り是等 の 250
cc 宛 を 300cc容 三角瓶に 詰 め是 に 實驗第 2 と同様 の 割合で 蛻脂大 豆 、

ペ ン ト ナ イ ト、 炭酸石灰並

に 籾殻 を添加 し常嵐 こ よる 3彫 ）闇歇蒸氣殺菌 を行 つ た 。 黼 難 方法及び分析方法等ぱ總て 實驗第

1の 方法 に 依 つ た o

實　驗　結　果

繁殖醸酵 の 經過 ：

區

　 到 繁　　　殖　　　醸　　　酵 　　　の 經　　　過

對 ・ 纓灘難驍講辮鑄繋轢簍轢 鶴薄鷯覊

（NH4 ）L，HPO4
　 添 　　 加

　　　 o

（NHD2SO4
添 　　 加

悔 黼 廉 中・・齣 鰓 麒 勤 臻 まリ盛 ・ じ ・嫐 螂 ・。IE
”
E
”
｝2。 ．

’
48時間黻

中1二發 泡 1鮪 ε認 め られす h ・ ad ・［t存
Ll

る が 其層高 Lt對照 よ りも低 ・
。 ？2時 間後液 中 t： 發

羅欝鰡 糠 轟脅纏 驪 馨貯獵 鰹繕 諸 獎驪 響
1… 繝 麩 中 峨 泡 贈 溜 め られ … 1・・。・籾殼 嵯 部 が h祕 黄 、

’

． 、8黼 瘢 扉ガ

隲饕難難蠡纛謙輝醫璽鞴雫魘鰭 鑼 響 齶難

酉發酉孝成績　：　醸角孝期間 92時口目
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區 分

全 　　糖　　 酸　　度

羇 　　　　　　 照

（NH4 ）2HPO4Wt 加

（NHD 呂SO4 添 力口

％

5．468

〃

〃

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 pH

嬲 噸 轍 瞳黼 陣釀

LOOLOOI

．00

5．17　　　 6．4　・

5．46　　　 6．4

4．27　　　 6．4

4．74

．74

．8

殘 全糖

　％

0．561

．880

．52

糟浩費奉

　 ％

89 ．7665

．639Q

．49

ア セ 〉 ソ

gy
’IOOcc

0 ．38150

．27240

．4091

　

糖嚇
％

6．994

．987

．30

　 以上 の 實驗結果 に就 い て 見る に腕脂大豆に （NH4 ）2HPO4 を添加 しズ此兩種 の 窒素源 を含右す る

もの は 脱脂大豆 を唯 一の 窒素源 とす る對照 よ りも初期に 於け る醸酵が盛なるが是は軈て 沈靜に歸 し

後緩畢なる醗酵を績 け斯 くて 醗酵 の 終末 期に於 け る 液の 溷濁度は 對照 よ りも弱 く、 液中 の 殘糖分多

くア セ ・ト ン の 生成量 も對照 に比較 して 劣 る 。 次 に 脱脂大 豆 に （NH4 ）2SO4 を添加 し此 2種 の 窒素源

を含有する もの は觀察時に 外觀上左程旺 盛なる醗酵状態を認 めな か つ た に も拘は ら歩醗酵が比較的

速に 完了 した 。 然 し醗酵完了期 に 於ける液 の 溷濁慶は對照 よ b も弱 い
。 而 して 醗酵液中 の 殘糖分は

少 くア セ ト ン の 生 成量は對照に 優 る結果 が得 られ た 。 而 して 此 結果 を前蓮 の PE畑RSON 等 の 報告 と

對照する に 脱脂大豆一（NH4 ）2SO ， を窒素源とす る場合 PE窟 RSON 等の 示 す如 く溷濁度 の 比較に よる

發育の 優勢 は認 め得 歩寧 ろ劣 つ て 居 る が醗酵生 成物た る ア セ ト ン の 收量 は對照に比 して 優 る こ とボ

認 め られ る 。 （PEIERsON等は 生成物の 點 に 就 ）・て は 指摘 して 居な い ）。 吹 に 彼等は （NH4 ）2HPO ，

を 單獨に 窒素源 とす る場合 ア ス バ ラ ギ ン ー（NH の2SO を窒素源とす る よ りも發育の 開始が早い こ と

を認 め て 居るが ア ス バ ラ ギ ン
ー
（NH4 ）2HPO ‘ の 場合に 就 い て は其事實 を示 し て 居な い

。 著者の 實驗

結果に よれば脱脂大豆
一
（NH ・），

HPO が 窒素源の 場合醗 酵開始は 脚 旨大 豆
一
（NH 、），

SO 、 の 場合 よ り

も早 い が前者め場 含は 後に 醗酵が緩慢に 陷る事實を認めた 。

實驗箪 5　各種副原料比較試瞼

　白糖 を原料 と して ア セ ト ン ・ プ タ ノ ー
ル 醸酵 を行 ふ 場合添 ijnす べ き副原料に就 き各種の もの の 比

較試驗を行 つ た 。

　　　　實　驗　．方　法

　醗酵液の 調製 右法 ： 實驗第 1 の 方法に 準據 し Speakman鹽液 を基に 糖濃度 5 ％を 目標に 白糖 を

用 ぴ て 糖液 を作 り其 250cc宛 を 300cc容 三角瓶に分注 し是 に 各種副原料 を 共蛋白質含有量 を標準

に し て
．（自分で は 別 に 分析 を試み す文献に 徴 し た ）遖 當と思 は る る量 の 範園に於 い て 添加 し更 に其

各 々 に炭酸石灰 1．5g と ペ ン ト ナ イ ト 1．Og を添 hl！し （本實驗に は 籾殻は 添 加 せ ず）常法 に よ る 3 回

の 間歇蒸氣殺菌を行 つ た 。 醗酵方法及 び分斬 方法等は 概ね實驗第 1 の 方法に 依つ た が ア セ ト ン
、

プ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （22）

タ ノ ー
ル 、

エ タ ノ ー
ル の 分別定量に は本實驗に 於 い て は JOHNSON法 を用ぴ た 。

　　　　實　驗　結　果

　繁殖醗酵 の 經過 の記述は 省略 し醗酵成績 を表示 すd
’
Lぱ次 表の 如 くで あ る

。
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（1）　醗酵液 の 含有全糖量 ： 447％ 1 醗酵期間 ： 93時間

　　 添 加 副 原 料ゴ

種 類

一

「肅羸 万

曇
脱脂 大 豆　　

「
L5 （0．6）

酸　　度 pH

醸酵前1醸醗後　醗酵前 ；醗酵墜

・．614 ．・・ 1・6．・
　 　 　 　 　 　 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　 a 　2．5　（1．O⊃　1　0．28
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

米 　糠 b3 ，。 （L2 ）1 。．28
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 T

　　　　
・ 5・° （2・°）1°・37

4．19　　　6．9

3．77　　 6．9

3．96　　　6．9

4，9

abC

皷

abC

蠣

2，5　（1．0）　　O．47

3 ．0　（1．2）　　O ．4ア

5、0　（2 ．0）　　0．56

1。5　（0響6）　　p，70
2．O　（0・8）　　0．75

2 ．5　（LO ）　　0．79

3．734

．to4

．66

4．95

．25

．2

6．7
「　5．0

6．6　1　 4．9

6・614 ・9

鱧 魚 粉

a 　L5
ピ
0．6）

b2 ，0 （α 8）

c2 ．5 （LO ）

0。090

．090

，09

4．353

．874

．33

4．333

．963

．73

　　 　　 a 　 1．5　（0。6）
酒精抽 出
　 　 　 　 b2 ．0 （0．8丿
饂 鮒 i・ 2．・ （1．・）
　　　　 L

Q．09　　　　4．47

0，09　　　4 。15

0．09　　　　4，05

6．56

，56

．4

5．05

．04

．9

7．0

・．酬
7．0

4．95

．05

．1

・
，
・ 17
。07

．0

9014
！
り

ρ
D

殘 全 糟

　 ％

0．27

2。142

．620

，46

　 　 　 　 　

糖潰費攣　ア セ トゾ

　 ％　　　9／100cc

93．96

ll：1：
［・9・71

2 ．512

．320

．64

Q．3655

Q．09610

．14690

，2963

43，8548

．1085

．68
　 　 　 t

Q．460

．340

：
29

89．7192

．3993

．51

0．13370

，17230

．33CO

1　 0，3517

　 0．2923

　 0．3468

1．10Q

．450

．43

蠶 ［
　 　 　 i
90・3S

　 1

ア セ ｝

ソ ／原糖
　 ％

　 8．18

2．153

．296

．63

2，993

．857

．47

7．876

．547

．76

L250

．440

，51

噛
0．21310

・2861i
　 　 　 　 「
Q．3081
　　　　L

72．0490

．16 ・

88．59

0．24450

，31710

．3094

4．776

．406

．89

5．477

。096

．92

　　 箜本表に 示 し7こ賢驗に 使用ぜ し脱脂大 豆 ば他 の 實臉 に 用 ひ し もの よ り も別な 試料で あ る 。

前表に 示 し た醗酵液の 内數個を選び 油分巾の 3 成分 を分別定量せ る結果 は次 表の 如 くで ある D

區

　　｝
分 羅齔。ζ
　　 1

プ タ ノ ール！

9／100cc
エ タ ノ ド厂レ

9／1QOcc
油　　分

9／100cc

ア セ 下 ゾ

原　糖
　 ％

プ タ ノ ー7レ

原　糖
　 ％

分

評
狸

原

［

糖

ノ

　

％
慧

米 、　 糠 ・ ・．2963 「・．587・ 。．19571 ，・79d ・・63 13 ・131 ・・38 2・．1・

畿 。 粉 yg：：911：：ll：：：：；1翻 ：：割：：馴 1：1：〔
：：器 ；：：1：

瀦 抽腦 鮒 ・ 。・31？1 ・・5924 ・・31841 ・2279 ｝7・°9 　 13・25 　 7・12 　 2ア・‘7

　 註 ： 區分 米 糠 c 匡前掲の 表 中米糠 5．Og 冷 添 加 tf ろ醗酵液な ろ こ ぜ た 示 し以下 同様 の 意味に 用 ひ 7：。

　（2）　酉嚢酉孝液 σ）含有全糖量： ：　5．18％　；　醗酵期1｝罰 ：　94時間

添 加 副 原 料

種 　類　　添 胆 量 9 （％）

米 胚 芽

a 　 2．Ob

　 2．5c

　 3。0

酸　　度

鮒 險酵後

（0．8）　　　O ．47

（1・0）　　　Q．37

（1．2）　　 0．56　．

3．223

．503

．22

pH

醗酵前 瞬 後

6 ・自
6．86

．7

5．45

．45

．4

殘 全 糖

1　 ％

2．031

。261

．20

黼 費璃
1‘

薦汐 ア セ

1

ト

　　　　　　　　　 ソ ノ原糖
　 ％　　　9／100cc　　 ％

　 60・81　　　 0．1833 　　　　3，54
『
75．68　　　　Q匿2387　　　　4量61

　 ？6．83　　　　0．3Q62　　　　　5．91
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小 麥胚 芽

裸 麥胚芽

大 麥胚 芽

a 　 2 ，0b

　 2 ．5c

　 3．0

（o．8）

（1．o）

（1．2）

abC 2．O　（0．8）

2．5　（1．O）

3．σ　（162）

abC

蒜 唯根

2DO　　（0．8）

2．5　⊂1．σ）

3．O　（1。2）

a 　 2．Ob

　2．5c

　 3．0

（0．8）

（1．o）

（1．2）

0 ．650

．560

．65

0．330

．560

．69

3．543

、313

．45

3．363

．363

．17

0，560

．560

．59

3．693

．913

．96

6。46

。66

．4

6．86

．66

．6

0．650

．750

．70

6．36

．46

．4

・．・ll3

．083

．04

6．36

、26

．2

鬘．25

．35

．3

5．25

．25

．4

5．35

．25

．2

5．35

．45

．5

2．73　　　　 47．30

2．73　　　　 47 ．30

2．66　　　　 48．65

2．492

．032

．40

5t．9360

．8153

．67

0．310

．410

。27

94．0292

．0894

．79

2。03Q

．550

．45

60。8189

．389L31

0。09710

．1637Q

．2022

0．09500

．15160

．2022

0．37360

．3a300

．3）130

O．17440

。209こ）

O．2913

1．873

．163

．90

1．832

．933

．90

7．216

．626

．62

註 ： 本表に 示 しアこ實驗 に使用ぜ し小 麥胚芽、繰麥胚 芽、大 麥胚芽lt胚芽の み 分 離rtられ し も

　　 の で に な く皮殼部及 び 胚乳部の 細粉が 多量混入 し7； もの で あ ろ 。

3．374

．035

．62

區　　　　分
ア ヤ 1・ソ

g／iOOcc
プ タ ノ ー

ノレ

9／100dc
エ タ ノ 冖

ル
ノ

9／100ec
油　　分

9／1σOce

米 胚 芽 … 3・62i ・… 88　］　・・26951 ・3845

大 麥 胚 芽 a

　 O・373610 ・7929　 0・2764 　 1・4429

1麥 芽稚 ホ艮　　c　　　　O．2913　1　0．5747 　　　0．2959　i　 1．1619
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i　　　　 　　　　　 　　　 i

（3 ）　醗酵液の 含有全 糖量 ：　5．25％ ；　醸酵期間 ；

ア セ トゾ

原 ．糖
　 ％

5
，
917

，215

，62

分

縣
｝

％

適
原景

乙

％

タ

原

三膨
冖

糖

ノ

　

％

塑

原

96時聞

1

15 ’6i15

．3111

．09

5．205

．345

」7藍

26．7327

．8622

．43

添 加 副 原 料 1 酸 度 1　 ，H 1殘 全 糟

種 剰 添幢 ・（刎 灘 前 瞬 倒 醗黼 ［鰭 後 1 ％

糖淌費牽

　 ％

ア セ 〉 ゾ

9／
・100cc

脱脂夫豆

棉實掴紺

。 2 ．。 （。．8）1・．61

b 　2．5　（1．σ）

c 　3．0 　（、1．2）

a 　 2 ．Ob

　 2．5c

　 3．0

（0．8）

（1．o）

（1．2）

0 ．63Q

，47

0．650

．670

．64

3．493

．803

．96

4．283

．9玉

3．54

6．56

．66

．5

．6．46

，26

．3

5．25

．15

．1

0．540

．450

．20
　 　 　 1

0．640

，380

．36

89．711 。．3944

4．95

．05

．1

9L4396

．19

87．8192

．7693

。14

ア h ト

ソ ／原糖
　 ％

　 　 　 　 　 a 　 2−．e

箆 匪齷乎 矛由粕 b2 ．ら
　 　 　 　 ［

　　　　 i
　 　 　 　 　 a 　 2 。O

落花生油粕 b2 ．5

　 　 　 　 　 c 　 3，0

（O．8）

（LO ）

・ 3・° （1・2）lO・　to
　　　 （Q．8）

　　　 （1．0）

　 　　 （1．2）

0．36 ほ 20 　 6．5
　 　 　 AQ

・4G　1　2・98　
・
　　6・5

　　1・・9引 ・・7

Q．46　　　 3．07　　　　6．4

Q．66　　　2。98　　　 6．2

0．65　　　　3 ．63 　　　　6 ．2

5．25

．35

．3

5．45

．45

．3

丶0．210

．C30

．17

96．0099

．4396

．76

4，
　

4
　
　

3

0．440

。580

．41

91．6288

．9592

．19

　 　 　 　 　 7．5工

O巳3974　　　　　7．57
’

0．3988　　　　7．60　，

0．3146　　　　5．99

0．3701　　　　7．05

°・3742i7 ・13

0．3フ42　　　　7．了3

0．4045　　　　　7び70

0．39021　　　 7．48

0．3651　　　 6．99

0．3742　　　　　7．13

0．3673　　　 7．00
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・ 5．・ （・，・）1 ・，9・ l
b7 ．0 （2r8） 　0．93

・ ・… （・・。） …

．

i・・83

　 3．82　 　 5．8

i4・19 　 5・8

　 　 　 　 　 5．7

5．45

．24

．8

0．45　　　　91．43

0．
「
46　　　　　91●24

0陰71　　　　　85．90

O．4574　tO

．46590

．4699

區 分
ア セ ト ゾ

9／100cc

　　　　「
プ タ ノ P

つ レ エ タ ノ ーJレ

9／100cc1 ・／1・伽 1鴆1・ 認

　 　 　 　 a O．39440 ．907io ．20991 ．5114
』

蛻 脂 大 豆
　 　 　 　 c 　　　　 O．3988　　　 0．9332　　　0．2076　　　　1．5396

棉 貴 油 粕 ci 　 O．3742 　 1．0628 　 0．149111 ．5861

鞴 子 油粕 b 　 O．4045 　 0．8495 　 0．1998 …
1．Za38

落花 生 油粕 b　　 O．3742　　 0．8765　　0．2358　　 1．4865

コ ブ ラ油粕 c 　　　O 、4699 ．　　1．1271 　　 0．1387 　　 1．7357
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

（4 ）　醗 酵液の 含有全糖量 ； 4．95％ ； 醗酵期間 ；

ア セ ト ゾ

原　糖
　 ％

　 7．51

　 7，60

　 7．13

　 7．70

　 7．畫3

　 8∫95

96時間

プ タ ノ 冖　］V

　　 糖
一

　原
　　％

17．2817

．7720

．2416

．1816

．7021

．47

＝ タ ノ
ー 7レ

原　糖
　 ％

4．OO3

。952

．843

．814

．492

．64

8．718

．938

．95

一油　分

原　糟

　 ％

28 ．7929

．3330

．2127

．69

．28．3133

．06

添 加 副 原 料

種 類 i添 加 量 9 （％）

荏 油 粕

向 日葵油粕

酸 　　度

醸酵前 曦酵 後

a 　2 ．5　（LO ）　　O．65　　　2．98

b 　3．0　（L2 ）　　0 ．42　　　3．26

c　3．5　（1．4）
鹽
　　O ．42　　　4．66

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
a2 ・5 （L °） °・47

　 i2・83
b 　3，0　（1．2

’
）　　0．42　　　4．48

c 　3．5　（1．4：）　　0．51　　　4．85

　 　 　 　 　 a 　 2、5

亞廊仁抽粕 Ib 　3．O

　 　 　 　 　 c 　 3．5

（LO ⊃

（1．2）

（1．4）

0．370

．470

．65

　　　　i
　　　　ia
渠 種 油 粕 　 b

・・5 （・ ・）［・漉

　 3．0　（1．2）　i　O．47

・ 3・5 （1・・）［・・5・

3．534

．193

．54

4．895

．134

．85

醗酵 前 1醸酵御

pH 　　　　殘 全 糖 　糟 消 費傘

　 　 　 　 　　％　　 　　％

6．36

．66

．5
「

一一
　 丁

6 ．46

．46

，2

6．56

．26

．1

6，66

．46

．2

5．65

．45

．1

5．35

．14

．7

5．35

．25

．3

0．i7

．0．310

．21

　 0 ．40

，0．14

　 0．42

0．410

．511

．05

96．4693

．7495

．76

5．51 。．25

5，0i ・．12
　 　 f5

・
円

゜・2？

91．9297

．1791

．52

91，7289

．7078

．79

94．9597

．5894

．55

ア セ ト ゾ 　 ア セ ト

　　　　　ゾ 源 糖
g／100cc 　 　 ％

0．3502　　　　　7．07

0．3420　　　　6．91

0．3343 　　　　6．75

0．2312　　　　　4職67

0．3201　　　　6，47

0．3091　　　　6．24

O．2927　　　　5．91．

0．2946　　　　 5．95

0．2957　　　　5．97

　 　 　 　

°・3鎗引
6・51

0 ．3244　　1　　 6．55

・・322・ 1・・51

　 　 　 　 　 ロ

區 　　　奇

荏 　油 　粕　a

向 日葵 油粕 b

亞 嘛坤 拍 ・

染 種 油 粕 b

ア セ ト ゾ

9／IOOcc

O。35020

．32010

．29570

．3244

　　　　 1
フ

轟薦
ン

畷1観
レ

　　　　 　

油　　分

9／100cci

ア セ F｝

1原
・

糖

プ タ ノ ール

原　糖
　 ％

エタ ノ ール 　 油　分

原 糖　　原　糖

　 ％　　　 ％

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　0．8367　　　0．2205　　　　L4074 　　　　7．07　　　　　16．90　　　　4．45 　　　　　28．43

　　　　　　　　　　　　
°・5658 °・22921 ・11516 ・47

　
11 ・434 ・63122 ・53

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．2560 　　　　1．3362　　　　5．97　　　　　15．85 　　　　5．17　　 1　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0．7845　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 26．99

　　　　　　　　　　　　
°・65°5 °・2489

卩
・2238

　
6・55

　
13・14

　
5・°3

　
24・72

　供試 の 副原料中棉實油粕 、 脱脂大豆 、 蛹 、
コ プ ヲ粕等が 最 も適 し是に次 ぐは 蓖痲子 油粕 、荏 油粕 、

落花生 汕粕、亞癖仁油粕 、 大麥腋芽 、 米胚芽 、 鰮魚粉等に して 麩 も稍多量即 ち液 に對 し 2．0％ を添 加
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すれ ば相當な成績を示 す が其以下 の 量で は 成績 不良で ある 。

賓瞼箆 6　 淡酸石友添加及び添加時期の 相暴の 醗酵に及

　　　　　　ぼ す影響に關する試驗

　糖 質原料 を醗酵せ しめ る 場合醗酵液の pH 價 を調節す る 爲に 添加 す る炭酸石灰 は 接種前に 加 へ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （2ex2D

置 く方法の 他に醐酵開始後の 中途に 是 を添加する 方法が從來 も既に 試み られ て 居る 。 炭酸石灰添加

の 要否並 に 炭酸石灰 の 添加時期 の 相異が醸酵 に 如何なる 影響 を及 ぼ す もの なる か を試驗せ ん と し本

實驗 を行 つ た 。

實　驗　方　法

醗酵液 の 調製方法 Speakman鹽液 を基に 自糖 を用ひ て 5 ％ 濃度を目標に 糖液を造 り其 250Cc

宛 を 300cc容 三角瓶 8本に分注 し其 内2本 に は 脱脂大豆 2．5g，ベ ン トナ イ ト 1．Og ，

1
炭酸石灰 0．6g

並 に 籾殻 3．Og を添加 し殘 b6 本 に は脱脂大豆 、
ベ ン ト ナ イ ト並 に 籾殻を夫 々 前記 と同量宛添加 し

炭酸石灰 を加 へ すに 是 等 を總 て 同樣に 常法 に よる き回 の 間歇蒸氣殺菌 を行 っ た 。 別に 炭酸石次 0．6Z

宛 を試驗管 に容れ乾熱殺菌 を行 つ た もの 4 本 を準備 した 。

　醗酵 方法 ： 前記 の 如 くして 調製し た醗酵液を
．
用ぴ 各區分毎に 2本宛を作 り前實驗同様に して接

種 して 繁殖醗酵 を圖 り炭 酸石灰 不添加の 醗酵液の 内の 2本 に％時間後豫め準備せ る殺菌濟炭酸石灰

を無菌的に 添加 し術同樣 な醗酵液の 他 の 2本 に は 48時間後に 同樣 に して炭酸石灰を添加 して 醸酵せ

しめた o 尚他の 實驗 方法は 總て 實驗第 1の 方法に依 つ た 。

實　驗 　結 　果

繁殖醗酵 の 經過　　
’

區　　分 繁 殖 醗 酵 の 經 過

A

B

B 】

a

b

24時間後液 中 に 發 泡 盛 に して 籾殼 全 部 head だ な る 。 48時間後液中に 發泡盛 で あ ろ 。 72時間後液

中に 發泡 潜 認 め 液 li強 く白濁 し籾殼 の 一 部沈 下 せ る も大 部分 li獪 head な な す 。 96時 聞後 液 中1二
發泡盛 に して 液 の 白濁 強 く籾 殼 ば殆 ご 沈下 して head な く液 面 ば厚 い 泡 洙層で Ptltる 。

24時間後液中t：發泡 盛 に して 籾殼 全部 head ざ な ろ 。 48時間後液 中1二發泡盛 で あ る 。 72時間後液
中に 發泡盛 に して 液強 く白濁 し籾 殼 の

一部沈下 ぜ ろ も大 部 分 ！i 獪 hcad な な し其 上 面畆覆 ふ 泡洙

層 厚 し 。 96時間後液中の 發泡獪盛 に して 液腸 く白濁 し籾殼 ば殆 ざ全 部沈 下 して head な く液面 ば

厚 い 泡洙層で覆 ［t れ ろ 。 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 ．

　　24時間後 液中に 殆 ご發 泡 た 認 めず 只液面器壁に 浩 ひ 泡 洙た 環 状 に 着け線殼の 僅微 が 液 の 上 層に 懸

a 　 垂 さ る。48時間後 發 泡盛に して 籾 殻 全 部が head ご 取 る 。 72時闔 後液中に 發 泡 な 認 め液 li白濁 す

　　％ 時間後液中に 獪發泡が 認 め られ籾殻全 部が head 々 なす 。

　　24時間後液 中 に 發泡 た 認 め す 。
48 時間後液 中に 發泡盛 に して 籾殼 全 部 head 為 な す 。 72時間後液b

　　中 【： 發泡 な認 め 液白濁 す 。
96時間後液中【：獪發泡が 認 め られ籾殼 全 部 head 　fets す 。　

．

a24

時間後 液 中 に 發泡 盛 li： して 穂 殼・全 部 head 巴 な ろ o 　 CaCO3 を添加 す 。 48時間 後 液中に 發 泡盛
で あ る 。

フ2時間後液中に 發泡々 認 め液 強 く白濁 し籾 殼の 殆 ご全 部が head た な す 。
96時間後 液中

に 登泡殆 ご 諷 め られ す籾殼の
一・一

部 ば 沈下 ti る も大部 分 ば獪 head 祉 なす 。

b 　｛aE 同樣 な 經過 か 池 る 。
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丶
1

　　1　 ・・黼 後液 ・Pi・發 〜艫 ［・ 1．
一
⊂鱒 螂 h・。 d 煎 ろ 。 48黼 後液中i・etzavaで 郁 。 C 。 CO

， を
　　1a 　 添加 す 。 72時閲後 液中【：發泡か 認 め液弓量く白濁 し籾殼の 殆 ご 全 部 が 獪 head た な す 。 96時間後液

B ，、　　 中に發泡殆 ご 認 め られす籾殻の 殆 ご 全部が 沈下 して head な し，。−
　 1．．一一　　

．一．一．
　　 ．一一一．　　　　　　　　一一一．…　．一一一．一一．．　　　　　　　　 一　　　　　 一一．．一　　　 一．」一一一一一一一　　　 ．

例 1糊 糠 韆讐
辿 る ゜ ％ 時間翻 瞭 灘 轜 め 獅 鰈 の 細 蝋 下 瞹 部

　　　註 ： 區分 中 A に CaCOs た 金 然添加 しな い もの 、
　B　Lt　CaCO3 潜 最初 か ら添 加 tfろ もの 、　

．

　　　　　 B1 拭 CaCO3 炬接種後24時間後1： 、 夂 B 」 ば 同様48時間後 に 添 加 ti　 S もの で あ る 。

蠏 嬾 ・ 離 液の 含縫 櫞 ・ 5・・6多 ・ 蠏 綱 ・ 96n繝

區 分

A

B 　
』

B1

B3

ab

ab

ab

ab

　　酸　　　度　　　　　　　pH

醗 黼 「騨 後 睡酵 前 陣郵冨

0．590

．59 1：lll：：：
0．7置

O．71

4 ．484

．72

・・5gl … 2

0．59　　　　　5．42

0．590

．59

4 ．664

．72

6．36

．3

4．？

4．8
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　以上 の 實驗結果 を見る に 炭酸石灰 を添加 せ ざる もの は 最初に炭酸石次 を添 加 しあ る もの に 比 し醗

酵開始が早 く其後 も旺盛なる醗酵 を績け96時間後LC も獪か な b盛な畷 酵 を續け ゼ居 り此時期 に 於け

る醸酵液 中 の 殘糖は 炭酸石灰添 加 の もの に 比 し稍々 多 く從 つ て 糖淌費率は炭酸石灰添加の もの より

低 い が生 成せ られた ア セ ト ン 量 は 却 つ て 多 い o 次に最初 に炭酸石灰 を添加 しある もの は醗酵開始が

炭酸石灰無添加 の もの よ りも遲れ る が其後醸酵は旺盛に な り96時間後 に も醗酵を績 け此時期に於 け

る醸酵液中 の 殘塘は 炭酸石灰無添 hlsの もの よ b少 く從 つ て 糖淌費率は 高 い が プ セ ト ン 生 成量は淡酸

石灰無添加 に 比 し少 い
。 炭酸 石灰 を醗酵 の 中途 に 添加せ る もの な 炭酸石灰添加後醗酵 が 急速に進行

し96時聞後に は 醗酵 1’よ殆 ど完結する 。 糖 淌費率は炭酸石灰 を最初 に添加 せ る もの に 比 較 し大差は 認

め られ ない が 中淦に 添 加せ る もの の 方 が悄々 高 い 傾が あ る 。 而 tて触時間後添 加 ぜ る もの と48時間

後添加 せ る もの との 間に差異は 認 め られ な い
。 炭酸石灰添加 の 時 期の 相異に より醗 酵液中に 生成せ

られ る ア セ ト・；・量 Lc差異ld殆ど認 め られ な い が 早期 tc添加せ る もの 程生 成量稍 々 多 き傾向が ある 。

尚
一

般に 炭酸 石灰の 添 bliは 酸醗酵を助長す る傾向ある こ とが認め られ る 。

摘 要

　1） 供試 の 2菌種 Baci12us　ticc・tebutanolicus と Badllus　felsineus　v．　formosaensisを比較 す る に 甘

藤 白糖 の 醸酵に は 前者が 優 鉱 醗酵液の 糖濃度は 5 ％附近 が殻適なる こ とが認 め られ る 。
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　2） 甘蔗 白糖 の 醗酵に欝 り副原料 と して 用 ぴ る脱脂大 豆を加壓若 し くは 加酸加壓の 下 に 蒸煮し て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ゆ

添り11して も醸解 に 何等好影響を齎 す ご E
’

な き の みな ら壷菩通 の 常壓で 加熱 した もの よ りも却 つ て 劣 ．

る結果が 得 られ殊 に 加 酸力ll購 の 下 に 加熱 し て 添 加 し た もの は ア セ ト ン 。 プ タ ノ ール 菌の繁殖畷酵 を

陥害 す る こ とが認 め られ る 。

　3） 腕脂大 豆 に （NH ，），．S（）g を添 加 して 此兩種 を窒素源 とすれ ば 、外觀上 は醗酵が左程旺盛な る

樣認 め得 ない に も拘は ら壷醗酵が 比 較的 に 遽 に完 了 し脱脂大豆 を軍獨に窒素源 とする對照に 比 し糖

淌費率 も稍 々 高 く ア ゼト ン の 生 成量 も多 い
。 然る に （NH4 ）2SO4 を （NH ，）2HPO4 に代 へ た脱脂大

豆
｝
（NH ・）・HPO ・ 縢 素源 とす る場合繭 期唹 騨 貅 贐 なる カE後ww孝はen慢とな 畷 酵終宋

期に 殘糖が 多 くア セ ト ン の 生 成量 も對照 に 比 較 して 劣 る 。

　4） 供 試 の副原料中櫺實油粕、脱脂大 豆 、 蛹、 コ ブ ラ油粕等は 最 も適 し 是に次 い で 蓖痲子油粕 、

荏油粕 、落花生油粕 、 亞痲仁油粕 、 大麥胚芽 、 米胚芽 、 鰥魚粉等が好成績 を示 す
。

　5） 炭酸石灰 の 添加 は 醗解 の 完結を早 め糖淌費率 も高 い が 酸醗酵に 傾か し め ア セ ト ン の 生 成量は

炭酸石灰無添加 の もの IC劣 る結果 とな る 。 炭酸石灰添加 時期 の 相異は醗酵成績に 大 な る 影響を及 ぼ

さ な い 。
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